
II. 遺跡調査の概要
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堀
ほり

尾
お

氏
し

邸
ていたく

宅跡
丹羽郡大口町堀尾跡１丁目

（北緯35度19分4秒 東経136度53分16秒）

県道小口岩倉線建設
平成21年７月〜21年11月
1,950㎡　　　
石黒立人・永井宏幸

調査地点（1/2.5万「小牧」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査の成果

戦国〜江戸

江戸〜明治

濃 尾 地 震
鍛 冶 関 連

県道小口岩倉線建設伴う事前調査として、愛知県建設部道路建設課から愛知県教育委員
会が管理者となり、発掘調査および整理・報告書作成業務は国際文化財株式会社が行った。
なお、愛知県埋蔵文化財センターは監督業務として県から委託を受けた。

堀尾氏邸宅跡は大口町南西部、町域の中央を流れる五条川左岸にある。遺跡は木曽川に
よって形成された扇状地上に立地し、標高は現況19mを測る。戦国武将の堀尾吉晴はじめ
堀尾金助の遺跡名に由来する石碑などは、調査地の東側に所在する八剣社境内にある。

調査は南北に延びた調査区を09Ａ区（北側）と09B区（南側）に分けて行った。道路予定
地以前の現況は竹薮を挟んで北寄りに堀尾跡公園の駐車場と南寄りに宅地があった。この
竹薮付近は、09B区から南側に東側からのびる宅地であったことが明治17年の地籍図と照
らし合わせて確認できた。

調査の結果、縄文時代から近代にいたる遺物を包蔵する遺跡であることがわかった。そ
のうち遺構が多く確認されたのは２時期ある。以下、これら２時期を中心に調査成果を概
観する。

遺跡名に由来する戦国時代から江戸時代初期にかけての遺構と遺物は、幅３m前後の大
溝501SDを基軸に展開する。501SDは東西方向に延び、調査区東壁で北へ屈曲する、クラ
ンク状となる。この北側に小区画の溝が建物群３周辺で重複する。150基におよぶ柱穴と
考えられる遺構は、建物群４を除けば450SDより北側に展開する。建物群は４箇所のまと
まりが見出せる。柵列と考えられる柱穴列を北と南にもつ建物群１、その北側と東側に庇
をもつ建物群２、450SDに北接する建物群３、501SDから南へ少し離れた建物群４がある。
建物群１〜３はいずれも２回以上の立て替えが確認できる。このように、大溝501SDを基
軸に小区画溝と建物群が展開する空間として捉えることが可能である。さらに、大溝の規
模から戦国時代の城館を想定することも可能であろう。

江戸時代後期から明治時代前半の遺構と遺物は、４箇所認識した区画溝を伴う屋敷地と
考えられる。その中でも屋敷地２とした東側に延びる区画は、最低３回の掘削による重複
関係が認められる。区画溝３と４は区画溝２より切り合い関係から古いことが確認された。
さらに溝の配置から区画溝１と２、区画溝３と４の組合わせが想定できる。注目したいの
は、423SD・280SD・411SDからの出土遺物である。円礫、瓦、陶磁器が集積した廃棄場が
数箇所にまとまっている。これらの遺物は陶磁器類と瓦の時期比定から、明治時代前半ま
での資料群と判断した。したがって、明治24年の濃尾地震に被災した直後の廃棄と想定で
きる。また、区画溝２と３が重複する付近から鍛冶関連遺物がまとまって出土した。時期
は限定できないものの、鞴の羽口や鉄滓、鍛造剥片などからこの付近で鍛冶を行っていた
ことはほぼ間違いないであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永井宏幸）
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堀尾氏邸宅跡主要遺構図（１：６００）堀尾氏邸宅跡主要遺構図（1:600）
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明治時代前半期に廃棄された溝423SDの資料実測図（遺物番号は報告書掲載と一致する）
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堀尾氏邸宅跡の調査区と周辺（南西から）

戦国時代の大溝501SD 江戸後期から明治前半の屋敷地

瓦と陶磁器類が廃棄された溝423SD 地元説明会2009年10月24日
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御
ご

山
さん

寺
じ

遺跡
岩倉市鈴井町

（北緯34度54分00秒 東経137度5分38秒）

緊急地方道路整備事業3・3・8号一宮春日井線

平成21年5月～平成21年6月
350㎡
樋上　昇・蔭山誠一

調査地点（1/2.5万「一宮・小牧」）

御山寺遺跡の発掘調査は、県道一宮春日井線建設に伴う事前調査として、愛知県建設部
都市整備課より愛知県教育委員会を通じた委託事業として実施した。

本遺跡は岩倉市鈴井町に所在する遺跡で、平成16年度より愛知県埋蔵文化財センター
により発掘調査を実施してきた。本年度の調査区は御山寺遺跡の西端に位置する地点で、
北に隣接する平成19年度に調査した07D区と07E区において縄文時代晩期前半の集落、古
墳時代前期の竪穴住居群からなる集落や溝、古代から中世にかけての自然河道などが確認
されている。

今回の調査においても、縄文時代晩期前半の竪穴状遺構4基・土坑多数と古墳時代前期
の竪穴住居5棟・溝5条・土坑多数、中世の区画溝2条が確認された。この中で、平成19年度
の調査において注目された旧河道に沿って西の微高地上を北から南にはしる溝が、さらに
西側の地点に新たに4条確認できた（写真参照）。また縄文時代晩期前半の遺構では、調査
区西側には大型土坑が散在する程度であったが、調査区東側には竪穴状遺構や礫が多数廃
棄される土坑などが複雑に重複して検出できた。

今回みつかった古墳時代前期
と縄文時代晩期の遺構群はさら
に南に展開する事が明らかにな
り、盛んな営みとその変遷が存在
した事を示すものと考えられる
ようになった。

　　　　　　　　（蔭山誠一）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

古墳時代前期の遺構（東から）
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下
しもしんでん

新田遺跡
岩倉市鈴井町

（北緯35度17分17秒 東経136度51分46秒）

緊急地方道路整備事業（主）名古屋江南線
平成21年10月～平成22年2月
2,100㎡
樋上　昇・蔭山誠一・榊原清人

調査地点（1/2.5万「一宮・小牧」）

発掘調査は、県道名古屋江南線建設工事に伴う事前調査として、愛知県建設部道路建設
課から愛知県教育委員会を通じた委託事業である。県道名古屋江南線が県道浅野羽根岩倉
線と立体交差する地点から北に約300mの範囲を調査対象地とした。

遺跡は、名鉄犬山線岩倉駅の北西約１kmに位置し、現五条川右岸の犬山扇状地から沖
積平野に移行する地点に立地しており、現地標高は約10〜11mを測る。県道名古屋江南線
を挟んで東側にA・B・C区、西側にD・E区を設定し、さらA区を北側からAa〜Ac区、D区を
Da〜Dc区、E区をEa〜Ed区とし、合計12の調査区を設定した。

遺跡では、もともと水田や畑だったところに近年の土盛り整地が行われている。盛り土
は１〜1.5m程度である。土盛り整地下の状況は、概して昭和の水田耕作土や旧畑耕作土
が確認されており、その下に基盤層である黄褐色粘土質シルト層が見られる。その上面を
遺構検出面とした。

検出された遺構は、奈良時代の竪穴住居15棟や掘立柱建物の柱列、多数の土坑、室町・
戦国時代の大溝や自然河道、井戸、多数の区画溝等がある。出土遺物の主体は、奈良時代
の須恵器・土師器、中世後半の山茶碗、大窯期の瀬戸・美濃産陶器などである。Ea〜Ec区は、
近年の整地により遺構の残存状況が悪かった。

岩倉市総合体育文化センター北西のDa区南端〜Db区北端では、西側を「コ」字状に囲む、
幅約1.0mの溝が見つかった。底からは櫛状工具で施文された弥生中期後葉の深鉢が出土
した。この溝は一辺10m程度の方形周溝墓の周溝である可能性が考えられる。弥生時代の
遺構・遺物はDa・Db区より東に位置するB・C区では確認されていないことから、この時代
の集落がDa・Db区より西、はなのき広場の方向に広がっており、Da区・Db区が集落の東
端に当たると考えられる。

Da区では、竪穴住居13棟や大型土坑群が確認されたほか、掘立柱建物とみられる柱穴が、
西壁際でおよそ3.5mの間隔で３間分見つかった。県道名古屋江南線を挟み向かい合うB
区でも古代の竪穴状土坑１基と土坑２基が確認されており、古代の遺構の中心がB区より
Da区南側にかけて存在していたと考えられる。

全ての調査区において方形に巡る区画溝が確認された。軸線は南北方向より東にやや振
れており（N−13°—E）、どの溝もほぼ同じ方向に巡っている。B区では幅４ｍを超える大
溝のほか、戦国時代の井戸・土坑、薬研堀のように断面がV字形に掘られた溝などが見つ
かった。またDa区ではやや高くなった部分で大型土坑群を確認している。戦国時代と思
われる井戸や大型土坑が見つかったことから、B区からDa区の辺りには15世紀後半〜16
世紀にかけて居住域が広がっていたと考えられる。

今回の調査で、下新田遺跡には弥生時代中期以降から戦国時代にかけての複合遺跡であ

調査の経過

立地と環境

調査の概要

弥 生 時 代

奈 良 時 代

室 町 〜
戦 国 時 代

ま と め
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ることが明らかになった。弥生時代には当該遺跡の南約1.1kmの大地遺跡、弥生〜戦国時
代には北約0.7kmの町屋遺跡、東約0.7kmの新溝遺跡などが所在する。戦国時代には北東
約0.6kmの御山寺遺跡、南東約1.8kmの岩倉城址などが所在する。当該遺跡の分析を進め、
各時代の周辺各遺跡との比較検討が今後の課題である。　　　　　　　　　　（榊原清人）
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鎌
かまくらかいどう

倉街道周
しゅう

辺
へん

遺跡
稲沢市下津本郷町・下津宮西町

（北緯35度15分19秒 東経136度49分52秒）

県道名古屋豊山稲沢線建設
平成21年５月・10月
200㎡　　　
石黒立人・永井宏幸

調査地点（1/2.5万「一宮」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査は愛知県建設部道路建設課による県道名古屋豊山線建設に伴う範囲確認調査とし
て、愛知県教育委員会の委託を受けて平成21年５月と10月に実施した。調査では、県教育
委員会の試掘調査の結果を受け、トレンチを22か所設定した。

遺跡は青木川の右岸に位置し、現況で標高６mの沖積地に形成された自然堤防上に立地
する。本遺跡は、青木川右岸に想定されている鎌倉街道を中心とした南北３km東西500m
前後が想定されている。西方に隣接する下津新町遺跡は当初本遺跡に含まれていたが、調
査結果から独立した遺跡名がついた。下津新町遺跡の西に下津北山遺跡、今回の調査対象
地から北へ500mに下津城がある。

５月の調査（中央地区）は10ケ所トレンチを設定した。対象地東端に設定したT.T.01と
T.T.02は全トレンチ中最も遺物量が多く、遺構が重複し展開していた。遺物は室町時代（古
瀬戸後期）を中心とした器種豊富な中世陶器類、土師器、青磁など多岐にわたる。一方、調
査対象地西端に設定したT.T.03とT.T.04は南北方向に延びる幅約３mの大溝とその下位の
溝（T.T.03）を確認した。上位の大溝は遺構の切り合い関係などから判断して戦国期以降
と思われる。この下位の溝については、古瀬戸後期を中心とする遺物が出土することから
T.T.01とT.T.02と同一時期に比定できる。これら両端地点以外のテストトレンチでは、中
世陶器を中心に安定して遺物が出土した。T.T.06とT.T.07以外は遺構が多数展開していた。

10月の調査（東地区・西地区）は中央地区の調査を受けて、前回の東西２地区を対象と
して12ケ所トレンチを設定した。東地区に設定したT.T.01〜T.T.03は遺物量が多く、遺構
が重複し展開していた。遺物は室町時代（古瀬戸後期）を中心とした器種豊富な中世陶器類、
土師器、青磁など多岐にわたる。一方、西地区に設定したT.T.04〜12もT.T.12以外は中世
陶器を中心に遺物が出土した。T.T.04〜T.T.07を設定した対象地は、中央部分に攪乱が予
想される。T.T.05では遺構・遺物を確認したものの、これ以外のトレンチではほぼ攪乱が占
め、削平されていた。T.T.08は一部試掘トレンチによる削平があるものの、古代末の遺構・
遺物が確認された。T.T.09〜11は室町時代を中心とする遺構・遺物が確認された。T.T.10で
は鎌倉時代の遺構・遺物が確認され、一部に遺構が２面存在すると思われる。T.T.12は、中
世期以降の包含層が現況の水田造成時に一部削平されている。下位には谷地形が確認され、
T.T.12の東側の公道辺りから地形の落ち込みが予想される。

今回の調査によって、室町時代を中心とした遺跡が確認できた。地点によっては遺構が
多数重複する箇所もある。古瀬戸製品は器種が豊富で、一般集落とは様相が異なる。寺院
あるいは下津城周辺に推定されている尾張守護所関連施設の可能性が指摘できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永井宏幸）
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鎌倉街道周辺遺跡トレンチ位置図（1:2,000）
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塔
とう

の越
こし

遺跡
稲沢市長野町

（北緯35度15分28秒　東経136度48分49秒）

都市計画道路稲沢西春線建設

平成21年5月～平成21年8月
710㎡
小澤一弘・宇佐見守・伊奈和彦

調査の経過

立地と環境

調査の概要
A 区

B 区

C 区

古代の井戸

調査地点（1/2.5万「一宮」）

塔の越遺跡の発掘調査は、都市計画道路稲沢西春線の建設に伴う事前調査として、愛知
県建設部都市整備課より愛知県教育委員会を通じた委託事業として実施した。

本遺跡は稲沢市の東部、三宅川左岸の自然堤防上に立地する。東には古墳時代から江戸
時代までの遺構を検出した長野北浦遺跡が所在する。

本年度の調査区は08A・B区の未調査部分３ヵ所で、東から09A〜09C区として実施した。
近現代の水田造成時に削平されたため、遺構の残りは悪く、古代の掘立柱建物１棟を検

出したのみである。掘立柱建物は大部分が調査区外のため全容は不明であるが、南北２間、
東西１間以上の建物である。

近世以降の水田造成により調査区北側４分の３は削平され、残りの大部分も畑耕作に
より撹乱されており遺構の残りは悪かった。古代の井戸１基と溝５条を検出した。井戸は、
直径約3.3m、深さ約0.7mの円形をした素掘りの井戸で、周囲に幅約20cmの溝が巡る。中
から飛鳥時代の土師器、須恵器（高杯、杯、𤭯など）が出土した。他には土坑から瓦塔の破
片が出土した。

畑耕作による撹乱が浅かったため、遺構の残りは良好で、遺構面を３面確認した。
第１面では、近世以降に掘削された大溝とそれに直交する溝を検出した。
第2面では、中世の溝2条、古代の井戸２基、溝・土坑多数、古墳１基を検出した。中世の

溝は第１面で検出した大溝と溝にそれぞれ平行しており、中から古瀬戸製品が出土した。
古代の井戸のうち、円形をした素掘りの井戸は、大溝で削平されていたが、直径約1.8m、
深さ約0.4mを測り、中から須恵器が出土した。方形をした木組みの井戸は、約4.8m四方
の掘りかたをもつ大型の井戸で残りが大変良かった。木組みは上下２段に分かれる。下段
は、上面の長辺約60cm・短辺約50cm、深さ約90cmを測る。建物の扉と思われる転用材を
現地で加工し、箱状に組み立てている。上段は先端を削り細くした直径約20cmの丸太材
を四隅に打ち込み、それを支えに、長辺約110cm、短辺約20cmの板材を４段積んでいる。
井戸の中からは、灰釉陶器（手付水注、壷）、木製品（櫛、桶）、銅製品（ピンセット）、馬の骨
などが出土した。古墳の墳丘は削平されていたが、幅約1.5〜2.0m、深さ約0.3mの丸底を
した堀が方形に巡っており、中から須恵器杯蓋・杯身が２組と、管玉１個が出土した。北半
分が調査区外のため全容は不明であるが、１辺約7.5mの方墳と考えられる。

第３面では、方形の井戸の西側で柵列と思われる柱穴列を検出した。また、明確な遺構
を伴はないが、古墳時代前期の土師器（壷・甕・高杯）の集中する場所を検出した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宇佐見　守）
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09C 区全景（上空から）

09C 区平安時代の井戸（断ち割り調査時の状況）
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一
いっ

色
しき

青
あお

海
かい

遺跡
稲沢市一色青海町地内

（北緯35度14分10秒 東経136度45分20秒）

日光川上流流域下水道事業
平成 21 年 4 月〜平成 22 年 3 月
5,500 ㎡
樋上昇・小川淳・榊原清人

調査地点（1/2.5万「清洲」）
調査の経過

立地と環境

調査の概要

弥 生 時 代

鎌倉〜戦国
時 代

一色青海遺跡の発掘調査は、日光川上流浄化センター内の施設拡充に伴う事前調査として、
愛知県建設部下水道課より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。

本遺跡は稲沢市の西部に位置し、地形的には、日光川と三宅川にはさまれた沖積低地に立地
している。遺構検出面での標高は約1mである。

調査区は2003年度調査地点の北側で、東がA区、西がB区である。検出した遺構は弥生時代・
鎌倉〜戦国時代の２時期である。

下面遺構としては、弥生時代中期後葉の竪穴住居約60棟、掘立柱建物７棟、柵列３基、大溝
３条、土坑多数を検出した。竪穴住居は、2003年度の調査区で確認されたものに較べて小型
の住居が多いが、A区の201SIについては、長辺約11m、短辺約７mをはかる大型のものであり、
同じ場所で幾度かの建て替えが認められ、多量の土器が出土している。

掘立柱建物では、B区の1773SBが最も大型で、桁行４間（約４m）、梁間１間（約2.4m）である。
また、その東には2×2間の総柱建物1752SBがあり、その間は柵列で仕切られている。1773SBの
西にも小規模な掘立柱建物が2棟あり、これら掘立柱建物群の周辺には、1399SKなど、大型の
土坑が集中して掘削されている。

竪穴住居群が密集する居住域の北側では、大きく蛇行して流れる河道400NRと大溝200SD・
600SDを確認した。河道400NRは、B区では北西から南東方向に向かい、A区で大きく屈曲して
北へと流れる。そして、調査区の北側で再度屈曲して墓域の東側をかすめるように南流してい
くようである。河道400NRの南辺からは、編みカゴ２点のほか、円窓付土器の完形品などが出
土している。編みカゴのうち1点はベンガラによって全面に赤彩をほどこしている。

この河道400NRが洪水層によって埋没したのちに、400NRの南肩に沿うように大溝600SDが
掘削される。600SDは幅約５m、深さ約1.5mをはかる。A区東端付近では、南流する大溝NR01
が分岐している。このNR01との分岐点付近で、濃尾平野低地部では珍しい二連の直柄平鍬未
成品などの木製品が出土した。

この600SDも洪水によるとおもわれる砂層によって埋没し、あらたに同規模の大溝200SDが
掘削されている。200SDもやはり屈曲点であるB区東端からA区にかけて遺物が集中している。
多量の土器のほか、赤彩弓・竪杵・直柄平鍬未成品・斧柄などの木製品、編みカゴなどが出土し
ている。これら400NR〜600SD〜200SDへの変遷は、すべてこの一色青海集落が機能していた
弥生中期後葉の百数十年間のことであり、濃尾平野低地部の弥生時代集落が、いかに河川の影
響を受けやすい立地であったかがわかる。

上面遺構としては、中世の土壙墓と考えられる大型土坑を多数確認している。このほか、数
条単位で並行して走る小溝群をB区で検出した。これら小溝群はおおむね大型土坑群に切られ
ており、時期的には中世前期ないしはそれ以前に遡る可能性がある。小溝群が走る一帯は周辺
より地形的に若干高く、近・現代には島畠として利用されていた形跡があることから、この小
溝群も畠の畝間の溝である可能性が想定できる。　　　　　　　　　　　　　　　（樋上　昇）
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A区上面全景

B区上面全景

A区下面全景

201SI（西から）

1773SB（北から）

1752SB（東から）

400NR赤彩カゴ出土状況（西から）
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日
へ

置
き

本
ほんごう

郷Ｂ
びー

遺跡
愛西市日置町本郷

（北緯35度9分50秒 東経136度43分4秒）

県道富島津島線自転車歩行者道設置
平成21年12月～平成22年2月
1,100㎡
宮腰健司

調査地点（1/2.5万「弥富」）

調査は、県建設部海部建設事務所による県道富島津島線自転車歩行者道設置に伴う事前
調査として、愛知県教育委員会の委託を受けて平成21年12月から平成22年２月にわたり
実施した。調査は、大きく日置八幡宮の西側のＡ区、その南のＢ区・Ｃ区の大きく三ヶ所
に分けて行った。

遺跡は木曽川の支流によって形成された砂堆微高地上に立地する。遺構検出面の標高は
−２〜2.4ｍを測るが、地盤沈下の影響などを受けていると考えられる。Ａ区で確認された
旧地形は、北部では北と西側にゆるやかに落ちる低地部があり、中央部で微高地が西に張
り出して延び、南部にもゆるやかに落ち込む低地部が広がる。この南部の低地部はＡ区南
端で浅くなって、再び微高地を形成するようで、Ａ区付近では南北に微高地と低地部が入
り組んで続く地形が想定された。

検出した遺構は大きく奈良時代〜平安時代と鎌倉時代〜室町時代の２時期に分かれる。
遺物はＡ区全域から出土するが、特に微高地南部から南の低地部での出土が顕著である。

微高地南部では、南北約500cm、東西約250cmの間隔で直交する、径100〜120cmの土坑
３基が検出され、掘立柱建物の可能性が考えられた。また南東部の025SK上位では、被熱
した径40cmの砂岩礫が出土した。さらにこの南にある低地部の北端では多量の焼土・炭
化物を含む落ち込みを確認している。

微高地中央やや北で、径約270cmを測る２×２間の総柱掘立柱建物を検出した。柱穴は
７基確認され、径は20〜30cmを測る。この掘立柱建物の南には南北径4ｍの井戸018SK
がある。またこの建物と方位を合わせるように北東から南西に走る２条の溝を確認した。
２条のうち西側の041SDは途中で途切れ、東側の035SDは２ヶ所で直交して分岐する。ま
た建物北側の低い部分では径100〜150cmの方形土坑が５基検出された。005SKでは骨片、
014SKでは12枚、015SKでは10枚の銭貨が出土しており、墓の可能性がある。（宮腰健司）

調査の経過

立地と環境

調査の概要
奈 良 〜
平 安 時 代

鎌 倉 〜
室 町 時 代

区画溝 015SK銭貨出土状況
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溝

掘立柱建物（中世）
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骨片が出土した方形土坑

銭貨が出土した方形土坑
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主要遺構配置図（1:400）
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桑
くわ

下
した

城
じょう

跡
あと

調査地点（1/2.5万「多治見・猿投山」）

瀬戸市上品野町
（北緯35度15分24秒 東経137度08分19秒）

国道363号改良工事
平成21年9月〜22年1月
2,100㎡　　　
小澤一弘・宇佐見守・伊奈和彦

調査の経過

立地と環境

調査の概要

1 曲 輪

2 曲 輪

3 曲 輪

4 曲 輪

調査は、国道363号線の改良工事に伴う事前調査として、愛知県建設部道路建設課より
愛知県教育委員会を通じた委託事業として実施した。今年度の調査は、平成16年度、同19
年度、同20年度に続く４回目の調査である。

桑下城は、瀬戸市北東部にある品野盆地の北東、標高210ｍ前後の丘陵上に立地する平
山城で、東西約220ｍ、南北約100ｍの規模が推定されている。南東の水野川を挟んだ標高
約330ｍの尾根線上には品野城が所在する。江戸時代の地誌類によれば桑下城は品野城主
松平内膳（信定）の家老である永井（長江）民部の居城とされているが、昨年度までの調査
によって今川氏が城の改築に関与した可能性が高いと考えられる。

今回は、昨年度調査区の西側、曲輪と考えられる平場を中心とした調査となった。平場
は9ヵ所確認でき、1曲輪から9曲輪と仮称して調査を進めた。調査区南に位置し面積約250
㎡の広さを測る9曲輪では良好な遺構を検出した。なお、１〜７曲輪までは明確な時期差が
確認されず１面、８曲輪は２面、９曲輪は３面の調査となった。

1曲輪は、調査区最頂部に位置する。２曲輪・３曲輪との間は明確な段差となっており、
曲輪を囲むように西辺から南辺に沿って通路状遺構（630SF）を検出した。

2曲輪は、１曲輪との間の斜面裾に沿って溝（614SD）を検出した。３曲輪との間には明
瞭な段差はなく、築城時には３曲輪と一体の曲輪であったと考えられる。

3曲輪は、昨年度調査区から続く大溝（157SD）が曲輪中央まで延びていた。曲輪中央で
上面を水平に保つように据えられた巨石（739SX）を２個検出した。石の下から大窯期の
灰釉皿などが出土している。曲輪南端の崖際に柵列と考えられるピットを４基検出した。

4曲輪は、中央で平成16年度調査区から続く大溝（338SD）を検出した。溝は最大幅
3.10m、最深部までの深さ1.04mの箱堀で、形状から通路とも考えられる。また、曲輪西
端でこの溝を埋めた後に掘削された溝（330SD）から土留めと考えられる石組みを検出し

庭園跡

堀 本丸

土塁 堀

堀
堀

櫓跡番小屋

土塁

１曲輪
２曲輪

３曲輪４曲輪
５曲輪

６曲輪
７曲輪

８曲輪

９曲輪

第１次調査区
（平成16年度）

第４次調査区
（本年度）

第３次調査区
（平成20年度）

第２次調査区
（平成19年度）

0 20m

桑下城跡発掘調査区全体図
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平成21年度調査区遺構平面図（1:300）
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9曲輪遺構平面図（1:250)

た。曲輪東には大溝（338SD）が途切れる辺りから柵列と考えられるピットがコの字状に
展開する。

8曲輪の南側は盛土されており、盛土の上面と下面で東西方向へ続く柵列を検出した。
下面の柵列と溝（392SD）は、９曲輪第３面へ続いており、築城時には９曲輪と一体の曲輪
であったと考えられる。

9曲輪の中央部分で、火災が起きたと考えられる焼土や被熱した石が出土し、火災後の
整地面（第１面）、焼土が広がる面（第２面）、築城当初と考えられる面（第３面）を確認した。

第1面では、曲輪中央で南北方向に走る石組みの溝（435SD）を検出した。石組みに使
われている石の中には被熱したものが見られる。溝からは鳥形水滴、猪形水滴、合子など
が出土した。南部には東西方向から南北方向へと直角に折れ曲がる溝（432SD）を検出し

8 曲 輪

9 曲 輪

第 1 面

458SE

469SE

432SD

435SD

504SE 井戸

石組みの井戸

石組みの溝

石列を伴う溝

巨石

柵列(上面)
柵列(下面)

溝392SD

543SP

572SD

574SD

612SP

581SX

620SP

柱根

溝

溝

395SW
石垣

757SX

第１面

第２面

第３面

８曲輪

697SX

671SK

725SW
石列

９曲輪遺構平面図(1:200)

溝 533SD

9曲輪

9曲輪

9曲輪

 5m0

焼土範囲
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た。東西方向部の北側部分のみに石
が組まれている。溝の中は焼土や炭
化物で埋まっており、直接火を受け
たと思われる部分もあった。北東部
で石組みの井戸（504SE）を検出した。
石組みは北側のみに残り、検出面は
長径2.75m、短径2.00mの楕円形で、
最深部までの深さは0.91mを測る。
石組みに大窯期の焼台が使われてい
た。出土遺物は豆天目、茶入、水滴などの大窯製品の他、茶臼、鉄製刀子、ガラス製数珠玉、
中国産染付碗などが出土しているが、土師質の鍋など日常生活用具は少ない。

第2面の南側は１ｍ以上の盛土がされており、曲輪全体で大規模な造成が行われたこと
が分かる。曲輪中央の焼土が広がる部分で掘立柱建物の柱穴と考えられる複数のピットを
検出した。また、焼土の広がりの北西部分には建物を囲むL字状の溝（574SD）を検出した。
この溝の西側には上面が平らな巨石が２個出土した。757SXの巨石（上面1.96m×0.81m）
は地山を掘り込んで据えられ、上面を水平にするために根元には石が並べられていた。焼
土の広がりの中央部分に軸線の異なる溝（572SD）を検出した。溝の中は焼土塊が多数埋
まっており、溝の底部から鳥形水滴や匣鉢、銅製金具が出土した。また、この溝の東側の
焼土層から豆天目が、南側の炭化物集積部分から毛彫りが施された鍬形台が出土した。南
東角に岩盤を隅丸方形に掘り込んだ土坑（581SX）を検出した。検出面は長径3.65m、短径
2.76mの長方形で、深さは0.58mを測る。水を溜めるための施設と考えられる。８曲輪と
の境で幅3.78m、最大高1.48mの石垣（395SW）を検出した。石垣は垂直に立ち上がって
平行を意識して石が組まれ、裏込石がなく、古い時期の石垣の特徴を有する。

第3面では、曲輪西端から東へ全体の３分の１程の位置に南端から北方向へ約3mの石
列（725SW）が見られる。この石列を境にして西側と東側とでは地山の様相が異なる。東
側は南方向へと大きく落ち込んでおり、南端に大型土坑2基（671SK、697SX）を確認し
た。西側は８曲輪へと岩盤が続いており、一体の平場だったと考えられる。出土遺物は平
碗、直縁大皿、耳付水注、卸目付大皿、仏餉具など古瀬戸製品が多い。また他には東濃型山
茶碗や中国産染付碗が出土している。

その他、桑下城築城以前と考えられる土坑を複数検出した。これらは地山を掘り抜き
底面中央に小ピットを伴っており、縄文時代の陥穴と考えられる。なお、７曲輪の土坑

（400SK）からは石鏃が、９曲輪からは細石核や石鏃が出土した。
桑下城跡では、昨年度までの調査により、本丸周辺が侵攻勢力である松平氏や今川氏に

よって大規模に改造されているのに対して、本丸西側の小曲輪群は築城当初の形状を残し、
在地領主である永井（長江）氏の居住域であったと考えられていた。今年度の調査で、築城
時の遺構面と考えられる古瀬戸製品が主に出土した９曲輪第３面を確認したことにより、
このことが裏付けられるとともに、その後の石垣を伴う大規模な造成や、動物形水滴・豆
天目などの特殊な遺物が豊富に出土したことから、９曲輪がその後も重要な場所として利
用されていたと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊奈和彦・宇佐見　守）

9曲輪から出土した水滴・豆天目・合子

第 2 面

第 3 面

縄文時代の
陥　　　穴

ま と め



愛知県埋蔵文化財センター　平成21年度　年報　2010.3

29

愛知県埋蔵文化財センター　平成21年度　年報　2010.3

8曲輪と石垣（395SW） 9曲輪第1面（北から）

9曲輪第2面（東から） 9曲輪第2面の焼土（北から）

9曲輪第3面（東から） 9曲輪の巨石（北東から）

調査区全景（上空から） 4曲輪の柵と大溝（338SD）
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別
べっ

岨
そ

古
こ

窯
よう

群・炭
すみやき

焼遺跡
大府市共和町地内

（北緯35度3分2秒 東経136度56分27秒）

内陸用地造成事業大府木の山地区
平成21年5月
100㎡
宮腰健司・鵜飼雅弘

調査地点（1/2.5万「鳴海」）

調査は、愛知県企業庁による内陸造成事業大府木の山地区に伴う範囲確認調査として、
愛知県教育委員会の委託を受け、平成21年5月に実施された。調査面積は100㎡である。

遺跡は大府市の北東部、大高川東岸標高20mの丘陵に立地し、名古屋市に隣接する。遺
跡の西250mには子安神社遺跡、南西500mには円通寺古墓が所在する。

別岨古窯群の現況は南西方向に区画を持つ畑であり、窯体の位置と灰層の範囲を確認す
るため、南北方向に５本のトレンチ（T.T.09〜T.T.12、T.T.22）を設定し、谷部分に包含層
の有無を確認するためT.T.23を設定した。

炭焼遺跡では木の山処理場北東の畑に、遺物の散布が報告されている。このため竹林
（T.T.01〜T.T.08）および旧耕作地（T.T.13〜T.T.21）にトレンチを設定した。

別岨古窯群では、窯
体は少なくとも２基が
遺存することを確認し
た。ま たT.T.09・T.T.12
では灰層と見られる遺
物包含層を確認し、山茶
碗や小碗、焼台などが出
土した。一方炭焼遺跡で
は遺構及び遺物包含層
を確認することができ
なかった。　（鵜飼雅弘）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

ま と め
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八
はち

巻
まき

古
こ

窯
よう

群
知多郡東浦町緒川字八巻

（北緯34度58分18秒 東経136度55分3秒）

街路事業3・3・6名古屋半田線
平成21年5月
50㎡
宮腰健司・鵜飼雅弘

調査地点（1/2.5万「刈谷」）

灰原厚い

灰原薄い

T.T.05
T.T.0６

T.T.0７

T.T.0８

T.T.0４

T.T.0１ T.T.0２

T.T.0３

八巻古窯群テストトレンチ位置図（1/500）

八巻古窯群範囲確認調査地（北から）

T.T.01八巻古窯群テストトレンチ配置図（1/500)

調査は県建設部都市整備課知多建設事務所による街路事業３・３・６名古屋半田線建設
に伴う範囲確認調査として、愛知県教育委員会の委託を受けて平成21年５月に実施した。
調査では、南西斜面部に幅0.8ｍ、長さ10ｍのテストトレンチを３ヶ所（T.T.01・04・06）
と幅１ｍ、長さ５ｍのテストトレンチを１ヶ所（T.T.08）、東側の谷部分に幅0.8ｍ、長さ５
ｍのテストトレンチを２ヶ所（T.T.02・05）と幅１ｍ、長さ５ｍのテストトレンチを１ヶ所

（T.T.07）、南側の谷最奥部に幅0.8ｍ、長さ10ｍのテストトレンチを１ヶ所（T.T.03）設定
した。

八巻古窯群は丘陵頂部から北西に向かって開口する小支谷の南西側斜面に所在し、昭和
36年の調査では平安時代末〜鎌倉時代に属する３基の窯体と灰原が確認されている。

調査の結果、窯体は確認できなかったが、T.T.01・02・04で灰原が検出された。南西斜
面部に設定したT.T.01・04とも谷側７〜８ｍにわたって灰原の広がりが確認され、厚さ
はT.T.01が50〜85cm、T.T.04が25cmを測る。両テストトレンチとも、灰原は山側におい
て削平を受けたように途切れており、上方には延びていない。T.T.02は谷の最奥部付近に
あたる地点と考えられ、厚さ17cmの灰原がほぼ平行堆積する。灰原が検出されなかった
T.T.03は谷地形の最奥部にあたり、T.T.05〜08にかけては現地表面下250〜300cmを越え
る深い谷部となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮腰健司）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

八巻古窯群範囲確認調査地（北から）

T.T.01
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下山田代・蕪木地区研究開発
施設用地内遺跡範囲確認調査

調査地点（1/2.5万「東大沼」）

調査は、愛知県企業庁による豊田・岡崎地区内陸用地造成事業に伴う範囲確認調査とし
て、愛知県教育委員会の委託を受けて実施した。今年度は周知の遺跡である神谷上切遺跡・
中坂佐後遺跡、県教育委員会の分布調査により遺物散布地と認められた朴の木・神谷田の
計４地点について実施した。期間は平成21年10月から12月である。

調査地点はいずれも郡界川の南に展開する、標高400m前後の沢および丘陵裾部の緩斜
面である。各地点の成果については、以下の通りである。

朴の木は標高450mに源流を発する２本の沢と下流の水田、丘陵裾部の緩斜面を調査範
囲に66ヶ所の試掘坑（TTと略記）を設定した。うち19カ所で遺物が出土したが、東側の丘
陵奥部TT22では溝１条を検出し、灰釉段皿・土師器が出土した。また東側丘陵裾TT35・
TT39の褐色土中から弥生前期とみられる条痕文系土器が出土した。水田部分に設定した
TT52の黒褐色土からは常滑系甕の胴部、灰釉広口壷の破片などが出土したが、遺構は確
認できなかった。

神谷上切遺跡・中坂佐後遺跡・神谷田については、遺物の包含は認められたものの細片
が大半を占め、遺構は確認できなかった。耕作土に中世以降の陶磁器が混じることから、
耕作による改変を受けていることが想定される。　　　　　　　　　　　　　（鵜飼雅弘）

豊田市下山田代町神谷上切・中坂佐後・朴の木、蕪木町神谷田  （北緯35度9分50秒 東経136度43分4秒）

豊田・岡崎地区内陸用地造成事業
平成21年10月～12月
1,450㎡
鵜飼雅弘

調査の経過

立地と環境

調査の概要

ま と め

調査地点 標　高 トレンチ 遺構 主　な　遺　物

神谷上切 370m 〜 380m 13 ヶ所 なし  山茶碗、土師質鍋、施釉陶器（中世・近世）

中坂佐後 368m 〜 380m 24 ヶ所 なし  山茶碗、土師質鍋、施釉陶器（中世・近世）

朴の木 430m 〜 460m 66 ヶ所 溝 1 条
 条痕文系土器 ( 弥生前期 )、灰釉陶器、

 山茶碗、施釉陶器（中世・近世）

神谷田 339m 10 ヶ所 なし  土師質鍋、山茶碗、施釉陶器（近世）

神
かみ

谷
や

上
かみぎり

切遺跡・中
なかさか

坂佐
さ

後
ご

遺跡・
朴
ほう

の木
き

・神
かみ

谷
や

田
だ

神谷田
中坂佐後遺跡

神谷上切遺跡

朴の木

調査地点（1/2.5 万　「東大沼」）
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朴の木トレンチ配置図（1:1500）
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車
くるま

塚
づか

遺跡
岡崎市岩津町車塚地内

（北緯35度0分46秒　東経137度10分23秒）

道路改良工事（主）岡崎足助線
平成21年10月〜平成22年3月
4,430㎡
鈴木正貴・川添和暁

調査地点（1/2.5万「豊田南部」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

縄 文 時 代

弥 生 時 代 末

〜

古墳時代初頭

古 墳 と
横穴式石室

調査は、県道岡崎足助線道路改築工事に伴う事前調査として、愛知県建設部から愛知県
教育委員会を通じて、愛知県埋蔵文化財センターが委託を受けて実施した。

車塚遺跡は、矢作川東側の天神山から伸びる丘陵末端が、さらに西から南方向へと展開
する舌状の台地上に立地する。台地上の標高は40〜50mを測る。台地西側には矢作川に流
れる於御所川が巡り、川を挟んで西側には、於御所遺跡・東郷遺跡が存在する。この丘陵
から台地にかけては、車塚第１号墳〜３号墳の存在が知られており、さらに岩津天満宮周
辺の丘陵上には岩津第１号墳〜６号墳と天神山第１号墳〜９号墳が、さらに沢を挟んで北
東側には八ツ木古墳が存在するなど、周囲は６世紀から７世紀代の古墳が群をなして確認
されている区域である。

今年度の調査区は、08区に南接した区域であり、東側から伸びる丘陵端部の台地上に位
置する。調査対象区を南北方向に２分して、東側をA区・西側をB区と呼称し、A区・B区の
順に調査を行なった。調査の結果、縄文時代・弥生時代末〜古墳時代初頭・古墳後期〜古
代の遺構・遺物が確認できた。

縄文時代中期後半の土器片を包含する炉跡（1793SP）が１基検出できた。検出時で径
30cm程度の円形を呈する。B区北端に位置しており、付近では昨年度の調査で炉跡が１基
調査されている（08区535SK）。その他、09A・09B区では、石鏃・石匙・剥片・打欠石錘な
ど石器が散発的に出土しており、遺構の形成は認められないものの活動エリアであったこ
とが示唆される。

遺構としては、竪穴建物跡と方形周溝墓が調査された。竪穴建物跡は少なくとも９棟検
出できた。調査区北半分の台地平坦部上に立地しており、いずれも約20度西に振れた状
態で軸線が認められるようである。平面形態は、大きいもので一辺６mほど、小さいもの
で一辺４mの方形プランを呈し、いずれも壁溝が認められ、検出レベルから掘り方で深さ
20m以上を測るものもある。床面には、炉跡とした被熱部分が中央付近に広がって検出
されているものもある。出土遺物は、散発的ではあるが、竪穴建物跡ピット内（330SIの
887SP）で台付甕脚部を、建物跡埋土で高杯をまとめて確認した事例もある（600SI）。方
形周溝墓は現状で２基検出できた（920SZ・940SZ）。09B区南端の傾斜地に存在しており、
溝で区切られた空間は一辺が10mを測る。溝は検出時で幅２m程度を測るもので、いずれ
も南東角部分で途切れており、ここが陸橋部であったと考えられる。方形周溝墓の溝には
再掘削を行なった痕跡が確認でき、溝の重複関係から940SZの後920SZが造られたことが
明らかとなった。溝の中からは、局所的に壷などがまとまって出土する区域が認められた。

調査区南側の区域で、古墳が09A区で1基（080SZ）、09B区で１基（888SZ）の計２基が
検出できた。080SZは墳丘部分が径７m程度の円墳になると考えられる。石室は長さ6m・
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A区古墳080SZ石室　（南から） B区古墳888SZ石室（南から）

幅2.5mを測り、平面形状は側壁が直線的にな
る。最も良好に残存しているのは奥壁部分であ
り、床の敷石も確認できた。側壁は基底部のみ
が残存しており、一部後世の抜き取り痕が確認
できた。側壁に使用された礫には工具痕が明瞭
に残されているものもあった。出土遺物には、
台付壷などの須恵器・鉄器がある。888SZは墳
丘部分が径13m、北側を中心に墳丘外には周溝
と考えられる最大幅4mを測る浅い溝が認めら
れる。石室は、全長9m・最大幅3mを測り、玄室・
羨道・前庭部分が確認できた。888SZは後世の
撹乱が著しく、奥壁・側壁・床石などが激しく
抜き取られており、羨道部から前庭部にかけて、側壁の石積みがごくわずかに確認できた
程度である。抜き取り痕が確認できたために、玄室部分は胴張りになると推定できた。出
土遺物には、坏身・高坏などの須恵器、耳環（金環1・銀環1）、鉄器がある。

この時期からそれ以降と考えられる竪穴建物跡も確認できている。調査区全体の中央付
近に10棟程度の重複が著しい形で確認できた（198SI・950SIなど）。カマドと考えられる
焼土塊が掘り方端の北側に確認できている。また、09A区東端などの区域では、遺物の廃
棄による土坑群が集中して認められた。

昨年度の調査でも多数のピットが確認できているが、これらピットが掘立柱建物跡など
古代のものと推定できたのは、今年度の成果である。今回、ピット群から掘立柱建物跡16
棟や柵列が確認できた。掘立柱建物跡は現在の方位に近いラインを軸線としており、16棟
のうち3棟（690SB・810SB・1111SB）は総柱型建物跡である。

今年度の成果としては、弥生末から古墳時代初頭と古墳時代後期から古代の集落跡の様
相が明らかになったことで、台地の平坦部と南側の緩斜面では、土地利用の様相が異なる
ことが判明した。弥生時代から古墳時代初頭では、台地の平坦部に居住域、南側の緩傾斜
面に墓域が形成されている。一方、古代の集落跡は台地の平坦部に集中して築かれており、
南側の緩斜面には集落はつくられなかったようである。また、南側の緩斜面頂部に新規の
古墳２基が確認できたことも大きな成果である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(川添和暁）

古墳時代後期

〜

古 代

総 括

1 

図２　888SZ出土耳環

2

1.銅芯銀張り、2.銅芯金張り
0 5cm(1/2)

出土耳環実測図
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A区古代竪穴建物跡198SIほか（西から） B区縄文時代炉跡検出状況1793SP

A区掘立柱建物跡810SBほか（西から） A区掘立柱建物跡ピット507SP須恵器出土状況（西から）

A区弥生末〜古墳時代初頭の竪穴建物跡310SI　（北西から） B区方形周溝墓920SZ・940SZ（北から）

A区古墳080SZ須恵器出土状況　（北西から） B区古墳888SZ耳環出土状況
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西
にし

牧
まき

野
の

遺跡
岡崎市樫山町・牧平町

（北緯34度54分53秒　東経137度17分8秒）

第二東海自動車道横浜名古屋線
平成21年4月〜平成22年3月
13,440㎡
酒井俊彦・石原真吾・武部真木

調査の経過

立地と環境

調査の概要

旧石器時代

調査地点（1/2.5万「御油」）

第二東海自動車道横浜名古屋線の建設に伴う事前調査として、中日本高速道路株式会社
より県教育委員会を通じて委託を受けた愛知県埋蔵文化財センターが調査を行った。平成
21年度はA〜F区の6調査区に分割し、計13,440㎡の面積について行った。

西牧野遺跡は岡崎市東部の丘陵部、樫山・牧平町（旧額田郡額田町）に所在する。一帯は
南北約1km、東西約4kmの規模をもつ標高約70〜80mの谷底平野であり、ほぼ中央を男
川が西流する盆地状地形をなす。遺跡は男川左岸の河岸段丘下位面に立地している。周辺
では以前から石鏃や土器が採取されており、旧額田町教育委員会の調査によって牧平遺跡、
下堺津遺跡など縄文後期〜弥生前期の集落の存在が明らかとなっている。

今回の調査地点は、遺跡東端に位置するA区と西端側のB〜F区があり、両端の距離は約
550m、西側へ緩やかに傾斜しており標高差は約9mを測る。広範に多数の旧石器が検出さ
れたほか、縄文、弥生、平安時代、中世〜近世にわたる複合遺跡であることが判明した。

基本層序は、上から表土（耕作土）、暗灰色（黒色）シルト、灰黄色シルト（〜砂質シルト）
の順でみられ、黒色土はC区およびB区の北東部で層厚30cm前後の堆積が部分的に認め
られた。遺構検出は主に灰黄色シルト層上位で行った。

旧石器については、遺構検出面での石器の分布状況をもとに掘削範囲を設定し、下位約
80〜120cmの深さまで精査を行った。

旧石器は特にC、D区において多数出土しており、C区で716点、D区では500点を超える
と思われる。整理途中であるが、器種は石核（33点）、ナイフ形石器（20点）、掻器・削器（12
点）、角錐状石器（3点）、槍先形尖頭器（2点）を確認しており、そのほか剥片石器およびチ
ップが全体の9割近くを占めると思われる。

石材についてみると、点数の多い順から溶結凝灰岩（流紋岩を含む）、黒曜石、チャート、
安山岩、下呂石、水晶があり、石核の大半およびチップはすべて溶結凝灰岩である。本遺
跡以西の岡崎市、豊田市域の旧石器資料が矢作川流域で採取が可能なチャートが主体であ
るのとは異なり、また黒曜石が一定量を占める点などが本遺跡の特徴として挙げられよう。
それぞれの石材産地として、溶結凝灰岩は本遺跡から東へ約50km離れた鳳来寺山周辺か
ら豊川流域が考えられる。黒曜石資料は球果が少なく透明感があるものが多くみられる。
おそらくは信州系の黒曜石が多くを占めているのではと思われる。

旧石器の出土状況は大きく2パターンに分けられる。一つは平面で径約２m程度の範囲
内にチップを含む70〜100点前後が集中し、これらの検出レベルは高低差10〜40cmの幅
に収まる。同様の出土状況は計2ヶ所（C区TP.14、D区TP.13）で確認されている。もう一
つは広範囲に亘って平面的にも立体的にも散漫に分布する状態である。Cb区南部では明
確な集中箇所がみられず、東から西にかけて緩やかに傾斜しつつ疎らに検出された。これ
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らは河川性の堆積作用により移動したとみられ、周辺堆積層の検討から集中出土地点の南
側にかけて、概ね南東から北西方向に流れた数次の流路跡が想定される。なお、石材別の
分布の傾向では、多くの地点において溶結凝灰岩を主体としてその他の石材が僅かに混在
するという状況の中で、Cb区南部の地点は溶結凝灰岩を主体としながらも黒曜石の比率
が高いという違いが認められた。

分析を行った結果、灰黄色シルト上位から鬼界アカホヤ火山灰が、これより下の大礫層
までの間で姶良Tn火山灰（AT）が検出された。本遺跡の旧石器は、これまでAT含有層よ
り下では検出されていないことなどから、約２万5千年前を遡らない資料と考えられる。

A区は南側丘陵の末端付近にあたり、調査区南側は連続して近世段階に大型の土坑群が
掘削され、その後整地が行われるなど大きく改変されている。中央より北側では中世の土
壙墓と考えられる土坑２基、山茶碗や土師器皿を含む蛇行する溝などが検出されたが、遺
物は全般的に希薄であり、中世段階には一部は墓域であったと考えられる。このうち土壙
墓(011ST)は南北方向に長い楕円形を呈し、長軸1.92m、短軸0.6m、深さ約20cm、北側寄
りの部分で径14cmの土師器皿(ロクロ成形)と刀子各1点が出土した。

調査区の中央を南から北へ流れる幅約9m規模の旧河道(220NR)が検出された。近世段
階には機能しておらず、水田など耕作地であったとみられる。遺構は黒色土の堆積がみら
れた旧河道の右岸に集中しており、このうち掘立柱建物跡2棟、方形の竪穴状遺構2基は検
出状況等により中世の遺構と考えられる。また、調査区北部では一辺が約10m規模の方形
周溝墓1基（011、018、270SD）を確認した。なお、近代の遺構ではあるが、軸線の方向を
同じくする一辺3m弱、深さ90cm前後の人力掘削による方形土坑26基が集中して見つか
った。灰黄色土層が大きく掘り込まれ、直後に黒色土で短期間に埋められている。用途は
不明である。

縄文時代と思われる直径2.8m規模の円形竪穴建物（291SI）、中世から戦国期の溝、掘立
柱建物、方形土坑がある。このうち土坑（368ST）は地下式壙と考えられる。長軸がほぼ南
北方向を向く隅丸長方形を呈する。長軸3.4m、短軸1.7m、深さ1.1mの空間からなり、側
壁上部には天井の痕跡が認められる。南端に直径約80cmの円筒状の出入口があり、途中
に段が設けられている。埋土中〜上層でやや大型の板状の礫と常滑産甕片が出土した。

北東部を除き全体に遺構は希薄であった。縄文時代中期の深鉢を伴う土坑1基（090SK）
が単独で検出されたほか、包含層中より無茎石鏃2点が出土した。中世の溝、掘立柱建物、
近世の溝、時期不明の土坑などを検出した。溝は耕地を区画したものと思われるが、近世
までに方向が変化している。B区の河川流路の変更との関連がうかがわれる。

E区の西縁に沿って現在の岩田川が流れており、現況の地形は旧河道の痕跡をよく留め
ていた。検出された旧河道（003、015、023SD）からは少量ながら灰釉陶器碗、皿、長頸瓶
のほか完形に近い山茶碗、小皿等が出土した。

E区と同じく西縁に沿って山茶碗、中世土師質鍋、皿が混じる旧河道が検出された。東
側の上段は削平を受け、明確な遺構は検出されなかった。　　　　　

今年度は、遺跡の西部及び東端の調査を行い、旧石器時代から江戸時代までの遺構・遺
物が検出された。旧石器時代の遺物は、県内では規模、内容とも他にあまり類例のない貴
重な成果である。来年度の遺跡東半の調査において、今回の調査結果の検討と調査内容を
充実させることが課題である。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井俊彦・石原真吾・武部真木）

A 区

B 区

C 区

D 区

E 区

F 区

ま と め
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1：1000

旧石器検出範囲（10点以上）
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09B・C・D・E区主要遺構配置図（1:1000）

遺跡遠景
（西から、手前の調査区がE区）
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Aa区土壙墓（011ST） Cb区地下式壙（368ST）

Cb区南部　旧石器出土状況 Cb区旧石器出土状況（TP.14）

石核とナイフ形石器 Cb区円形竪穴建物（291SI）

Da区縄文土器出土状況（090SK） Ba区方形周溝墓と現代の撹乱
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五
ご

反
たん

田
だ

遺跡
安城市小川町五反田・三反田

（北緯34度54分13秒 東経137度5分43秒）

中小河川改良事業（鹿乗川）
平成21年5月
20㎡
池本正明・永井邦仁

調査地点（1/2.5万「西尾」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査は県建設部河川整備課による中小河川改良事業（鹿乗川）に伴う事前調査として、
愛知県教育委員会の委託を受けて平成21年5月に実施した。

テストトレンチ（T.T.）は県道幸田・石井線を挟んで南北に１か所ずつ設定した。
安城市域の鹿乗川と矢作川に挟まれた平野部周辺には、微高地上や碧海台地縁辺部に多

数の遺跡が確認されている。五反田遺跡はこのうちの１つで、北側に下懸遺跡、南側に惣
作遺跡が所在している。

調査区はいずれも遺構が希薄となるが、２面の遺構面を確認した。
上面では、T.T.1で土坑が確認できた。検出面が暗灰黄色細砂上部となり、微高地となる

可能性が高い。北側に近接する下懸遺跡の南側では谷地形が確認されており、確認された
微高地は狭い範囲に限られたものであろう。T.T.2では湿地状の地形が確認できた。不鮮明
ながらも畦畔状の高まりが確認でき、水田である可能性も考えられる。

下面ではT.T.1で小土坑を検出したが、T.T.2では当該期の遺構は未確認となる。
出土遺物は、T.T.2から平安時代頃の須恵器・灰釉陶器が採集された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（池本正明）

T.T.-001 T.T.-002
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調査は、愛知県建設部河川課による鹿乗川改修工事に伴う事前調査として、愛知県教育
委員会を通じた委託事業である。本遺跡では平成12年度にも調査を実施しており、今年度
の調査区は00A区の南側（09A・B）と西側市道部分（09C・D区）である。

下懸遺跡は鹿乗川の左岸に位置する。標高7m前後の微高地上に弥生時代後期〜古代の
集落が展開し、その西側に自然流路が南北にのびる。集落は弥生時代末〜古墳時代初頭の
遺構・遺物が最も多く、流路内からもそれに伴う木製品が多数出土している。加えて前回
の調査時には、流路から古代の習書木簡が出土し、三河地域で初の成果として注目された。

09A区から09C区では、北西から南東方向に向かって若干カーブする自然流路とその右
岸が検出された。流路は、比較的流速のあった段階の規模は不明であるが、水流が澱んで
粘土や植物質が多く堆積する範囲は、幅約30mである。この粘土堆積層は大きく上下2層
に分かれ、下層は褐色系の極めて植物質の多い粘土で弥生時代後期〜古墳時代後期の遺物
が出土し、上層は黒色系の粘土で植物質は下層に比べて減少し奈良時代〜平安時代の遺物
が出土する。

下層から出土した土器は、弥生時代末〜古墳時代初頭のものが中心であるが量はさほ
ど多くない。それに対して木製品は多量で、梯子や柱・板材のような建築部材や、製作途
中の掘削具が出土した。それ以外には槽や杭が目立つものの、食器類は少ないようである。
また種実ではクリが多く見られた。下層に関しては、古墳時代を通じて顕著な掘削が認め
られず、そのような状況は出土須恵器からI-17号窯期まで続いたとみられる。

上層は、下層最上部に対して人為的な掘削がなされたものである。その幅は約5mで大
溝のようでもある。この掘削は複数次なされており、09B区では大溝の合流地点が確認さ
れた。出土遺物は少ないが、上層上部からは平安時代前期とみられる須恵器甕が出土して
おり、概ね8〜9世紀代の堆積と考えられる。また合流地点付近では木簡が出土し、「・・米
物受被・・」などの文字が判読できた。木簡に共伴する土器はなかったが、上層でも底部近
くで出土したことから、奈良時代木簡の可能性がきわめて高いと考えられる。

流路は、平安時代後期には周囲の微高地と同じレベルにまで堆積が進んでほぼ埋没した
ようである。この上面では水田畦畔が検出され、若干の灰釉陶器が出土した。畦畔は惣作
遺跡で検出されたものと同じく北西〜南東方向を軸線に展開する。

流路右岸の微高地上の遺構は少ない。しかし、土器や木製品のほとんどが流路の右岸近
くで出土したことを考えると、集落域の一部であった可能性がある。一方左岸の微高地は
09D区で確認され、弥生時代末〜古墳時代初頭の竪穴建物跡や溝などが検出された。

今年度の調査では、流路を中心に遺跡の解明を進め、木簡出土層位を特定することがで
きた。木簡の評価についてはさらに検討が必要であるが、習書木簡に近い地点で出土した

下
しもかけ

懸遺跡
安城市小川町

（北緯34度54分20秒 東経137度5分43秒）

中小河川改良事業（鹿乗川）
平成21年11月～平成22年3月
1,850㎡
池本正明・永井邦仁

調査地点（1/2.5万「西尾」）

調査の経過

立地と環境

自 然 流 路

流 路 下 層

上層と木簡

水 田 畦 畔

微 高 地 上

ま と め
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ことは両者が単なる流れ込み以上の意義を示していることは確かである。官衙に出入り可
能な階層の集落が近隣に存在した可能性が高い。また部分的ではあったが畦畔が検出され
た意義も大きい。古代末期から中世前半にかけて、条里制のような統一的基準で耕作地化
が進められたことを想定できよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永井邦仁）

09B区自然流路上層完掘状況（南東から）

自
然
流
路

09A区

09B区

09C区

09D区

第1検出面
（平安時代～江戸時代）

第2検出面
（弥生時代～平安時代）

畦畔

流路上層

木簡出土地点

習書木簡出土調査区
（平成12年度）

流路左岸の集落域

下懸遺跡09A・B区の主要遺構配置図（1:800）

09B区自然流路出土木簡（赤外線画像）



調査は、愛知県建設部河川課による鹿乗川改修工事に伴う事前調査として、愛知県教育
委員会を通じた委託事業である。平成16・20年度に次ぐ調査で、県道築堤下（09A・B区）
および08A区の北隣（09C区）である。

惣作遺跡は鹿乗川の左岸に位置し、標高7m前後の自然堤防および後背湿地上に展開す
る。弥生時代後期〜平安時代は遺跡中央を流路が斜めに貫流し、08A区〜09C区では流路
西側の自然堤防→後背湿地→自然堤防の順に展開する。

09A区は撹乱が激しく近世の流路を一部検出するにとどまった。09B区では弥生時代後
期の竪穴住居跡、奈良〜平安時代の溝を、09C区では古墳時代初頭の遺物の他、7世紀後半
〜8世紀前半の竪穴住居跡、9〜10世紀代の柱列、そして上位検出面にて12〜13世紀代の
水田畦畔を確認した。

09B区は流路東側の微高地に該当する。竪穴住居2〜3棟が重複して検出された。竪穴住
居跡からは弥生時代後期の土器、それに掘り込まれた土坑からは古墳時代前期末の土器が
出土した。当該期集落の一端とみられ、これまでの調査成果から集落域は80〜100m四方
の範囲におさまると推測される。

09B区019SDは東西方向にのびる溝で、下層からは8世紀後半〜9世紀前半の須恵器が出
土した。「寺」と墨書されたものもあり、南西方向に位置する寺領廃寺との関連が注目され
る。09C区では、自然堤防頂部の竪穴住居跡１棟が検出され、その周辺で7世紀後半〜8世
紀前半の須恵器が出土した。

09C区で検出された柱列は柵または塀とみられ、北西から南東方向にのびる。この方向
は上面で検出した水田畦畔の方向と合う。またこれと同じ方向にのびる複数の溝も検出し
た。平行する溝は道路側溝の可能性がある。溝からは10〜11世紀の灰釉陶器が出土した。

09C区の後背湿地部分を中心に、水田畦畔を検出した。畦畔で囲まれた水田は5〜6m四
方で、08A区の水田と方向や規模が同じである。畦畔は自然堤防上でも一部確認でき、当
該期に一帯の耕作地化が進んだとみられる。

09C区では、周囲を後背湿地で囲まれた幅が20〜30m程度の小さな自然堤防上において、
遅くとも7世紀以降には集落が展開していたことが判明した。このような小規模集落は見
落とされがちであり、今後は微地形の復元とそこに存在する遺跡への注意が必要となろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永井邦仁）
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惣
そう

作
さく

遺跡
安城市木戸町

（北緯34度54分00秒 東経137度5分38秒）

中小河川改良事業（鹿乗川）
平成21年9月～平成21年11月
900㎡
池本正明・永井邦仁

調査の経過

立地と環境

調査の概要

弥生時代後期

「 寺 」墨 書

水 田 遺 構

自然堤防と
集 落

調査地点（1/2.5万「西尾」）
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惣作遺跡09B区弥生時代後期から平安時代前期の遺構全景（北から）

惣作遺跡09C区水田遺構全景（北から）
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X:-100,800

X:-100,750

X:-100,700

遺構・遺物が確認された試掘坑

田
た

口
ぐち

シ
し

ウ
う

キ
き

遺跡
北設楽郡設楽町田口字シウキ

（北緯35度5分30秒 東経137度33分46秒）

設楽ダム
平成21年12月
60㎡
鈴木正貴

調査地点（1/2.5万「田口」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

ま と め

テストトレンチ配置（1:2000）

遺跡遠景

調査は国土交通省設楽ダム工事事務所による設楽ダム工事に伴う範囲確認調査として、
愛知県教育委員会の委託を受けて平成21年12月に実施された。県教育委員会の分布調査
の結果、平安〜室町時代の遺物散布地として新たに周知された遺跡であり、調査ではこれ
を受け1m×2mのテストトレンチを30ヵ所設定した。

田口シウキ遺跡は田口盆地の南西側丘陵地の裾近くの南東向き緩斜面に立地し、江ク沢
川に面している。標高は440〜460ｍを測る。

調査は設楽町道町浦シウキ線よりも南側の部分で、住宅地を除く休耕田および植林帯を
範囲とする。中央部のテストトレンチTT-5とTT-7 とTT-9では、褐色粘土または礫の安定
した地山上に土坑が検出された。また、西部のテストトレンチTT-22とTT-27と TT-29で
も、地山となる礫の上面などで溝や土坑が検出され、TT-21で17世紀の陶器片、TT-25で19
世紀の陶器片が出土した。これ以外のテストトレンチでは遺構や遺物は確認されず、激し
く湧水する地点も認められた。

この結果、江ク沢川に流れる沢（谷地形）が調査区域の東端部と中央部と西端部にあり、
その間に挟まれた舌状の微高地に遺構や遺物が展開していることが判明した。

今回の調査では、江ク沢川に近い低地部に相当し、湧水が激しく居住には適さない区域
が多かったといえる。その中でも微高地上にのみ遺構が拡がっていることからみて、遺跡
は町道町浦シウキ線よりも北側に広く分布するものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木正貴）
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万
まん

瀬
ぜ

遺跡

調査地点（1/2.5万「田口」）

調査は、国土交通省設楽ダム工事事務所による設楽ダム工事に伴う範囲確認調査として、
愛知県教育委員会の委託を受けて平成21年12月に実施された。調査では、県教育委員会の
分布調査の結果を受け、1m×2mのテストトレンチを20ヵ所設定した。

万瀬遺跡は標高約395〜420ｍの境川右岸の東向き山麓斜面に立地している。
県道小松・田口線よりも南東側の北端部で、住宅地を除く畑、茶畑および果樹林を範囲

とする。北東端部の畑部分（TT-1〜TT-3）と南部の盛土部分（TT-16〜TT-18）では遺構と
遺物は確認されなかったが、その他のテストトレンチではおおむね褐色粘土の安定した地
山が確認され、土坑などの遺構が検出された。

TT-1とTT-2では旧耕作土を除去すると岩盤が露出し、TT-3とTT-19では岩盤を切り出し
て平坦面を造成した状態が認められた。これらの地点では、岩盤を削り出して平坦面を造
成したと思われる。TT-4〜TT-15では地山の上位には黒ボクと思われる黒色土が堆積する
場合が多く、遺物は中世後期から近世までの陶磁器類が若干量出土した。TT-10・TT-11・
TT-13などの現況で崖の端部となる部分では、黒色土が1ｍ以上盛土された部分がある。
TT-20は境川に面する急斜面に近い緩斜面の端部に設定したが、遺構は濃密に展開してい
る。本来は境川の方に遺構が拡がっていた可能性が推測される。

今回の調査では、褐色粘土の安定した地山と黒ボクが拡がり、そこに中世後期以降の遺
跡が良好に展開していると思われる。ただし、南西部の状況については不確定な状況であ
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木正貴）

調査の経過

立地と環境
調査の概要

ま と め

北設楽郡設楽町川向字マンゼ
（北緯35度6分49秒 東経137度33分58秒）

設楽ダム
平成21年11月～平成21年12月
40㎡
鈴木正貴

TT1
TT2
TT3TT4

TT5
TT6 TT7
TT8

TT9
TT10

TT11
TT12

TT13
TT14

TT15
TT16

TT17
TT18

TT19

TT20

Y:36,300 Y:36,350 Y:36,400

X:-98,350

X:-98,400

遺構・遺物が確認された試掘坑
テストトレンチ配置（1:2000） 遺跡遠景
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中
なかむら

村遺跡
北設楽郡設楽町八橋字道下・西路

（北緯35度7分41秒 東経137度35分16秒）

設楽ダム
平成21年11月～平成21年12月
156㎡
鈴木正貴

調査地点（1/2.5万「田口」）

調査は、国土交通省設楽ダム工事事務所による設楽ダム工事に伴う範囲確認調査とし
て、愛知県教育委員会の委託を受けて平成21年11月から平成21年12月にかけて実施され
た。調査は1m×2mのテストトレンチを76ヵ所と2m×2mのテストトレンチを1ヵ所の、合
計77ヶ所を設定して行った。

中村遺跡は境川右岸の長い河岸段丘上から山麓にかけて立地する、縄文時代・平安〜室
町時代の遺物散布地として周知される遺跡で、標高は約440〜470ｍに分布している。

調査は県道設楽根羽線よりも南側の部分で、建物や道路用地などを除く広大な区域を範
囲とする。

北東端部の畑部分（TT-1〜TT-9）では、区画整理の影響を受けて遺構が良好に確認さ
れない部分が多い。東部の水田部分（TT-10〜TT-39）では、ほぼ全ての試掘坑で河川性
堆積物による安定した遺構面が確認され、多くの試掘坑で土坑などの遺構が検出され
た。TT-15・18のように礎石が確認される地点もある。遺物は平安時代から江戸時代まで
の遺物が若干量出土し、TT-32などでは加工痕が残る木材も出土した。中央部の水田部分

（TT-40〜TT-45）では、褐色粘土や礫などの地山に達しないテストトレンチが多く、これ
が境川旧流路に相当しているかも知れない。

一方、中央部の畑部分（TT-46〜TT-63）では、多くのテストトレンチで土石流に起因す
ると思われる厚い堆積が確認されたが、TT-52やTT-54では遺構状の落ち込みなどが確認
されたことから、中世まで遡る遺構が展開する可能性がある。西部地区（TT-64〜TT-77）
では、多くの試掘坑で造成と思われる厚い堆積物があり、地山が確認されなかった。

本遺跡は、東部水田地区で古代〜中世の遺跡が良好に残存していること、および中央部
畑地区の一部で中世の遺跡が一部残存している可能性があることが判明した。（鈴木正貴）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

ま と め

遺跡遠景 礎石出土状況（TT-15）
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八
やつはし

橋谷
や

合
わせ

遺跡
北設楽郡設楽町八橋字谷合

（北緯35度7分58秒 東経137度35分35秒）

設楽ダム
平成21年11月
44㎡
鈴木正貴

調査地点（1/2.5万「田口」）

調査は、国土交通省設楽ダム工事事務所による設楽ダム工事に伴う範囲確認調査として、
愛知県教育委員会の委託を受けて平成21年11月に実施された。県教育委員会の詳細分布
調査の結果、平安時代の遺物散布地として新たに周知された遺跡である。調査では、この
分布調査の結果を受け、1m×2mのテストトレンチを22ヵ所設定した。

境川が大きく彎曲する内側、右岸の河岸段丘上に立地する。標高は約460〜475ｍを測る。
調査は植林帯に相当する北西部のみを範囲とした。東端部（TT-1〜TT-3）では、厚い堆

積物と19世紀の陶磁器類が確認された。ここで検出された造成土や遺構は最近までの屋
敷（隠居所）に伴うものである可能性が高い。この他の全てのテストトレンチでは緩斜面
となる地山の礫が確認されている。東部の墓道付近（TT-4〜TT-9）ではやや谷状地形とな
っており、遺構は全く確認されなかった。

一方、西部の平坦面を成す部分（TT-10〜TT-21）では多くのテストトレンチで遺構が検
出され、建物跡の根石を持つもの（TT-13）も存在する。しかし、遺物はほとんどなくわず
かに江戸時代のものが認められる程度であった。この地区は石積列の区画施設を伴う平坦
面が全面に広がっており、少なくとも近代には居住域などのために開発されており、確認
された遺構はこれに関連するものかもしれない。

本遺跡は、平安時代の遺物が出土したことから発見された遺跡であるが、今回の調査で
はその存在は全く確認されなかった。山林部分までは遺跡が拡がっていないものと思われ
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木正貴）

調査の経過

立地と環境
調査の概要

ま と め
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Y:38,800 Y:38,850

X:-96,200

X:-96,150

遺構・遺物が確認された試掘坑

テストトレンチ配置（1:2000） 遺跡遠景



本調査は、第二東海自動車道横浜名古屋線にかかる事前調査として、中日本高速道路株
式会社豊川工事事務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として実施した。調査期間
は平成21年６月～７月、調査面積は250㎡である。

吉竹遺跡は、豊川中流域右岸の段丘面上に立地し、段丘下には大宮川が流下する。遺跡
周囲の標高は、約98～99mである。なお、谷を隔てた高位段丘上には石座神社遺跡が立地
する。

今年度の発掘調査は、大宮川に面した西向きの緩斜面を対象とした。調査の結果、弥生
時代後期の遺構、大宮川に面した谷地形などを確認した。

弥生時代後期の遺構としては、竪穴住居２棟を確認した。竪穴住居209SIは、2008年度
調査区においてすでに確認された遺構（047SI）で、今年度の調査区においてその西辺を確
認した。これによって竪穴住居の長辺が約４mであることが判明した。209SIからは、弥生
時代後期の台付甕、高杯等がややまとまって出土した。203SIは大部分が削剥され、その北
東隅部分を確認したのみであるが、周辺には弥生時代後期の土器が散在していた。

大宮川に面した谷地形201NRは、上層は褐色シルト、中層は黒色粘質シルト層、下層は
礫層で埋積される。中・上層からは、弥生土器・土師器に加えて、有袋鉄斧１点が出土し
た。また、最上層からは中世の土師器皿、下層からは縄文時代の磨製石斧が出土した。なお、
段丘面上の遺構検出面付近から、縄文時代後期の深鉢も出土した。

昨年度と今年度の発掘調査の結果、吉竹遺跡は、大宮川左岸の段丘上の狭小な緩斜面に
立地する弥生時代後期～古墳時代前期を主体とする比較的小規模な集落であることが明
らかとなった。今後、近隣の石座神社遺跡など、同時期に展開する周辺の遺跡との関係を
具体的に考察する必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早野浩二）
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吉
よしたけ

竹遺跡
新城市牛倉字吉竹

（北緯35度55分37秒 東経137度30分54秒）

第二東海自動車道横浜名古屋線
平成21年6月～7月
250㎡
松田　訓・早野浩二・白井克尚

調査の経過

立地と環境

調査の概要

弥 生 時 代
後 期

流 路

ま と め

調査地点（1/2.5万「三河大野」）

調査区全景 谷地形201NRの断面



愛知県埋蔵文化財センター　平成21年度　年報　2010.3

所 在 地

調 査 理 由
調 査 期 間
調 査 面 積
担 当 者

53

愛知県埋蔵文化財センター　平成21年度　年報　2010.3

石
いわ

座
くら

神
じん

社
じゃ

遺跡
新城市大宮

（北緯34度55分38秒 東経137度31分10秒）

第二東海自動車道横浜名古屋線
平成21年8月～平成22年３月
4,720㎡　　　
松田　訓・早野浩二・白井克尚

調査地点（1/2.5万「三河大野」）

本調査は、第二東海自動車道横浜名古屋線にかかる事前調査で、中日本高速道路株式会
社豊川支社より愛知県教育委員会を通じた委託事業として実施した。調査期間は平成21
年8月～平成22年3月、調査面積は4,720㎡である。

石座神社遺跡は、豊川中流域右岸の上位断丘上に立地する。段丘下の東西には連吾川と
大宮川が流下し、段丘面上は舌状の平坦地を呈する。遺跡周囲の標高は約110mで、段丘下
との比高は約30mである。同じ段丘面上の南端付近には、弥生時代後期から古墳時代に継
続する南貝津遺跡、前方後方墳の断上10号墳（全長約50m）が立地する。連吾川に面した
段丘下には、平安時代・鎌倉時代を中心とする加原遺跡、大宮川に面した段丘下には、弥
生時代後期・古墳時代前期の遺跡である吉竹遺跡が立地する。

今年度の調査は、段丘面西端の北斜面（09AB区）と、一部、段丘面東端の斜面（09C区）
を対象とした。調査の結果、縄文時代、弥生時代後期・古墳時代前期、奈良時代、中世・戦
国時代、近世以降の遺構と遺物が確認された。

包含層を中心に、縄文土器、尖頭器、石匙、石斧、石鏃等の石器に加えて、縄文時代前期
と推定される滑石製玦状耳飾２点が出土した。確実に縄文時代と判断される遺構は検出さ
れていないが、深さ１～２mの筒状・袋状の大型土坑が縄文時代に帰属する可能性がある。
いずれの土坑も底面において小土坑が検出される点が特徴である。

調査の経過

立地と環境

調査の概要

縄 文 時 代

北

09B

09A

08A 09C
08B

調査区配置図（1:2500）
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弥生時代後期・古墳時代前期は、本遺跡において最も遺構・遺物が濃密な時期で、09A
区の丘陵緩斜面においては、約70棟もの多数の竪穴住居が重複した状態で確認された。竪
穴住居の多くは、地床炉、貼床、周溝を伴っており、平面形は長辺４～５mの方形を呈する。
また、特徴的な住居として、長辺６～７mのやや大型の住居（1181SI・1253SI・1277SI・
1464SI等）、長辺約３mの小型の住居（1270SI・1402SI等）、地床炉に支柱石を埋設した
住居（1180SI・1181SI・1200SI・1330SI・1349SI等）、いわゆる馬蹄形遺構を伴う住居

（1349SI等）、竪穴住居の一隅の床面上に粘土塊（20cm程度）が残されている住居（1180SI・
1331SI等多数）、焼土・炭化材と大量の土器が廃棄された焼失住居（1331SI・1454SI等）
も確認できた。さらに、西向き斜面縁辺にはやや大型の掘立柱建物も確認された。

出土遺物は、竪穴住居や黒褐色を呈する包含層中から多く検出された。土器は、台付
甕、高杯、（加飾）広口壷、瓢形壷、小型壷の各器種が出土し、1218SI上層からは底部穿孔壷、
1181SIからは紐孔付蓋も出土した。1454SIは、住居北東隅を中心に土器が密集して検出
され、土器群には１個体分の叩き甕も含まれていた。その他、土製紡錘車、土玉等の土製品、
小型の板状鉄斧、鉄剣等の鉄製品も出土している。

09C区は、古代の遺構と遺物が確認された段丘面東端緩斜面（08A区）の下位に設定し
た調査区で、調査区の遺構検出面付近からは、須恵器がわずかに出土した。なお、09C区で
は、溝状の遺構も確認されたが、遺構の帰属時期は不明である。

09A区の遺構検出面付近において、銭貨（永楽通寳）１点、09B区の遺構検出面付近にお
いて、鉛製鉄砲玉1点が出土したが、同時期の遺構は確認されていない。

09A区の丘陵緩斜面において、窯体1001SYが確認された。煙道、焼成室、焚口、前庭部
灰層等の残存状態は良好である。焼成室は半地下式の構造で、径約1.5mの円筒形を呈する。

弥生時代後期
・

古墳時代前期

奈 良 時 代

戦 国 時 代

近 世 以 降

遺跡全景（北から）
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1253SI1349SI

1218SI

1181SI
1180SI

1331SI

1277SI

1402SI

1270SI

1464SI

1454SI

1001SY

1200SI

1330SI

縄文時代と推定される大型土坑

弥生時代後期・古墳時代前期の竪穴住居

北

焼成室からは、近世以降の瓦数点、鉄板、鉄釘、前庭部灰層からは、近世以降の陶器が出土
した。1001SYは、窯体構造、灰層の産状から、近世以降に構築・使用された炭焼窯と考え
られる。

本遺跡は、旧設楽郡域において、弥生時代後期・古墳時代前期の大規模な集落として位
置づけられ、丘陵斜面に立地する集落の良好な調査事例として評価される。今後、集落の
立地や規模、継続性、遺構・出土遺物の構成等の観点から、吉竹遺跡や、モリ下遺跡等の近
隣集落との関係性についてのより詳細な検討が必要と考えられる。

また、縄文時代の遺物は、草創期～前期に帰属するものが多いとみられ、当地域の具体
的な様相を知るための良好な資料となるものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早野浩二・白井克尚）

ま と め

09A区主要遺構配置図（1:500）
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焼失竪穴住居跡（1454SI）

台付甕と粘土塊（1331SI）

紐孔付蓋（1181SI）

支柱石を埋設した地床炉（1330SI）

高杯と加飾広口壺（1200SI）
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須
す

長
なが

10号墳

調査地点（1/2.5万「三河大野」）

発掘調査は、第二東海自動車道横浜名古屋線の建設に伴う事前調査として、中日本高速
道路株式会社豊川工事事務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。

本遺跡は新城市のほぼ中央部に位置し、雁峰山の南麓、長篠・設楽原の合戦で有名な設
楽原決戦場の北端やや東側に所在している。周囲の丘陵には、断上山古墳群、茶臼山古墳
群が分布する。遺構検出面での標高は約110mである。

等高線の状況より、古墳は直径約10ｍの円墳ではないかと思われる。墳丘北部および東
部に外護列石と思われる花崗岩礫を確認した。墳丘北側と西側に周溝を検出した。周溝の
北側は、幅2m、深さは0.3m程を測り、西側では幅1m、深さ0.5～0.6mを測る。また、墳丘
の西側平坦面には、竪穴建物跡３棟を確認し、そのうちの1棟から、6世紀末から７世紀初
頭と思われる須恵器高杯が出土した。

古墳の埋葬施設は、全長約７m、幅約0.8m〜１mの横穴式石室で、天井石は奥壁部を除
き、原状を留めていなかった。横穴式石室に使用された石材は付近に産出する花崗岩であ
る。羨門付近からは須恵器が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　（亀甲真史）

新城市須長
（北緯34度55分36秒 東経137度31分45秒）

第二東海自動車道横浜名古屋線
平成22年1月～平成22年2月
1,200㎡　　　
松田　訓・早野浩二・亀甲真史

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査前全景（南から） 竪穴建物跡出土須恵器高杯

墳丘南側裾部 周溝北西側
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モ
も

リ
り

下
した

遺跡

調査地点（1/2.5万「三河大野」）

新城市八束穂
（北緯34度55分33秒 東経137度32分4秒）

第二東海自動車道横浜名古屋線
平成 21 年 6 月〜平成 21 年 11 月
3,500㎡　　　
松田　訓・亀甲真史

調査の経過

立地と環境

調査の概要
弥 生 〜
古 墳 時 代

鎌 倉 〜
戦 国 時 代

調査区全景（下面遺構、右下は上面遺構の一部：上空から）

発掘調査は、第二東海自動車道横浜名古屋線の建設に伴う事前調査として、中日本高速
道路株式会社豊川工事事務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。

本遺跡は新城市のほぼ中央部に位置し、地形的には、雁峰山から派生する尾根筋の南西
側緩斜面に立地している。遺構検出面での標高は約80mである。

検出した遺構は、弥生～古墳時代・鎌倉～戦国時代の2時期である。
前年度08A・08B区と同様に、東隣の今年度09区でも竪穴建物跡が検出された。密度は

前年度調査区より薄く、この時期のものと判断できるものは2棟である。このうち6548SI
は5.1m×5.1mで、本遺跡の中では最も規模の大きな建物跡であり、土器片がまとまって
出土している。その西隣に位置する6792SIは、6548SIと主軸を平行にとり、3.4m×2.8m
を測る。6792SIからは、欠山式の高杯等が出土している。また調査区東部では、掘立柱建
物の柱列を確認した。

北東から南西に延びる溝状遺構5077SD、土坑等を確認した。全体的に遺物は少ないが、
調査区南端の5113SKから土器内耳鍋片が確認された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（亀甲 真史）
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09区遺構全体図（1:500）

09区
08B区08A区

6792SI

6548SI

08・09調査区配置（1:2000）

掘立柱建物
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多
た
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り

畑
はた

遺跡・辻
つじかわ

川1号墳・辻
つじかわ

川遺跡
豊橋市石巻町字札辻、石巻本町字太田前・辻川

（北緯34度47分43秒 東経137度26分19秒）

主要地方道東三河環状線道路改良事業
平成 21 年 5 月
100㎡　　　
松田　訓・早野浩二

範囲確認調査は、主要地方道東三河環状線道路改良事業にかかる事前調査で、愛知県建
設部道路建設課より愛知県教育委員会を通じた委託事業として実施した。調査期間は平成
21年５月、調査面積は100㎡である。

多り畑遺跡は、神田川左岸の段丘上、辻川遺跡は神田川に面した低地に立地する。段丘
端には辻川１号墳（径７m、高さ１mの円墳）が立地するとされるが、現在、その確認は
難しい。多り畑遺跡は、石巻神郷地区圃場整備事業に伴い、神郷地区遺跡調査会によって、
Ａ地点60㎡、Ｂ地点195㎡の発掘調査が実施され、Ａ地点においては縄文時代後期、Ｂ地
点においては古墳時代後期の遺構と遺物が確認されている。また、辻川遺跡は古代・中世・
近世の遺物散布地とされている。

試掘坑は、多り畑遺跡と辻川１号墳が立地する段丘上にTT01～TT23、辻川遺跡が立地
する段丘下にTT24～TT50をそれぞれ設定し、遺構・遺物の有無等を確認した。多り畑遺
跡については、TT17以北に黒色土の安定した堆積と土坑状の落ち込み等を確認したが、黒
色土中に遺物は包含されていなかった。TT16以南、TT05・TT10・TT11以北は、谷地形が
客土によって造成され、TT04・TT09以南は、微高地が削平されていた。辻川遺跡について
は、井戸状遺構が確認されたTT40を中心として、各時代、一定量の遺物が出土したが、河
川の氾濫、近年の造成によって、良好な包含状況を保ってはいなかった。　　（早野浩二）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

辻川1号墳？

辻川遺跡

多り畑遺跡
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TT23

祠

黒色土の安定した堆積

客土による大規模な造成

大規模な削平

遺物が多く出土

井戸状遺構？

落ち込み？
土坑？

土坑？

調査地点（1/2.5万「豊橋」）

試掘坑配置図
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遺跡

調査は主要地方道東三河環状線道路改良事業にかかる事前調査で、本年度５月に実施し
た範囲確認調査（本書60頁）の成果により、愛知県建設部道路建設課より愛知県教育委員
会を通じた委託事業として実施した。調査期間は平成21年10月〜平成22年１月、調査面
積は1440㎡である。

多り畑遺跡は石巻山の西麓、神田川と三輪川に挟まれた丘陵の北側、神田川左岸側に立
地している。豊川左岸の段丘縁部は遺跡の集中域として知られ、多り畑遺跡の立地する丘
陵の南側には東屋敷遺跡、神田川対岸の丘陵上には高井遺跡群などが分布している。

調査区は段丘の北端部に位置する。中央部がほぼ平坦で、検出面の標高は27.6m。北東
に向けて緩やかに傾斜し、北端部ではこれが26.4mとなる。ほぼ全面を黒色土（いわゆる
黒ボク）に覆われるが、北部〜北東部に厚い堆積が観察できる。なお、遺構検出は主として
黒色土の上面で行った。

調査区北側の比較的狭い範囲で押型文土器が出土し、当該期に属する可能性を持つ土坑
が数基確認されている。このうち建物の可能性を持つ219SIは、直径2.4m程度のやや歪む
円形を呈する。周囲には垂木坑の可能性を持つ小土坑が巡るが、いずれも明瞭に内傾しな
い。

調査区北部で弥生時代後期の土器棺１基、調査区中央で古墳時代の竪穴建物1棟を確認
しているが、遺構・遺物ともに乏しい。

調査区中央から南側に幅0.4m程度の蛇行する小規模な溝が掘削され、周辺には掘立柱
建物も確認できる。出土遺物が乏しいが、ほとんどが中世後期〜近世に属するものと考え
られる。また、中世前期に属する土坑も散在しており、埋土中から山茶椀などが出土して
いる。

今回の調査では、複数の時期に
渡る遺構群が確認できた。中でも
注目したいのは縄文時代早期であ
る。検出された遺構は乏しく不明
確な部分も多いが、押型文土器の
出土量はまとまったものとなって
いる。これらは外面に楕円押型文、
内面の一部には斜行沈線を施すも
のがほとんどで、時期幅の狭い一
群となる可能性を持つ。

　　　　　　　　　　（池本正明）

豊橋市石巻町字札辻
（北緯34度47分43秒 東経137度26分19秒）

道路改良事業（主）東三河環状線
平成 21 年 10 月〜平成 22 年 2 月
1,440㎡　　　
池本正明・本田英貴

調査の経過

立地と環境

調査の概要

縄文時代早期

弥 生 〜
古 墳 時 代

中・ 近 世

ま と め

調査地点（1/2.5万「豊橋」）

219SI
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土器棺 中世前半の土坑

調査区全景（上空から）

出土遺物実測図（1〜7 押型文土器、8 須恵器、9・10 山茶碗）
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遺跡
豊橋市石巻町

（北緯34度47分22秒 東経137度26分15秒）

道路改良工事（主）東三河環状線

平成21年10月〜平成22年2月
2,060㎡　　　
池本正明・本田英貴

調査は愛知県建設部道路建設課による県道東三河環状線の建設工事に伴う事前調査と
して、愛知県教育委員会の委託を受けて平成21年11月から同22年3月にかけて実施され
た。調査面積は2,060㎡である。

東屋敷遺跡は、石巻山の西麓に広がり、三輪川右岸の河岸段丘南縁部に立地する。石巻
山から連なる尾根の先端部に当たり、付近には石巻山登山口がある。周辺の台地端部には
多くの遺跡が存在しており、西浦遺跡や高井遺跡群など、とくに弥生時代から古代にかけ
ての遺跡が多い。

平成20年度に続き第2次調査となる今回の調査区は、平成20年度の調査区の北に隣接す
る範囲であり、平成20年度から連続する部分をA区、道路をはさんでA区の北に位置する
部分をB区、さらに小道をはさんで北に位置する部分をC区として調査を行った。

A区南端部中心付近にやや大型の竪穴建物跡が確認された。隅丸方形を呈し、四隅に支
柱穴が確認された。住居の南側から台付甕等が出土している。また南東隅に貯蔵穴を想起
させる土坑がある。他にも竪穴建物跡と考えられる遺構が3棟検出されているが、いずれ
も基底部は確認できるものの出土遺物はなく時期は特定できない。

A区東北部に中世後期から近世初頭のものと思われる柱穴群が検出されており、掘立柱
建物群が想定される。001SK、002SK、020SKは径、深さから大型の建造物の柱穴である可
能性があるが、大部分が調査区外になるため確認はできない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本田英貴）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

弥生時代後期

近 世 初 頭

調査地点（1/2.5万「豊橋」）

A区全景（南から） 弥生時代後期の竪穴住居跡183SI
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調査は、愛知県水道用水供給事業にかかる範囲確認調査として、愛知県企業庁東三河水
道事務所から愛知県教育委員会を通じて委託を受けたものである。キジ山古墳群の規模と
分布範囲を確認することを目的として、テストトレンチ(以下T.T.と略)を総計105箇所に
設定した。

遺跡は豊橋市市街地の東方に位置する。遺跡の立地する丘陵部は石巻山系の尾根のひと
つで、標高35〜76mである。尾根の末端には豊橋市水道局の上水道タンクがあり、その北
側が範囲確認調査の対象となった。

調査では、既知の古墳の周溝を含めた大きさを確認した他、新たに4基の古墳の存在が
明らかにすることができた。また尾根筋頂部では古墳時代後期の土坑、尾根筋西側斜面で
は江戸時代の寺院跡を確認した。

キジ山古墳群は横穴式石室の古墳時代後期の群集墳である。石室の損壊が激しく、石
材が認められたのも1・5・11号墳と少ない。墳丘直径は6.0〜15.5mで、周溝幅は約1.5〜
3.0mである。周溝からは須恵器が出土した。T.T.018（34号墳）では甕、T.T.025（13号墳）で
は7世紀後半代の杯身、T.T.044・045（15号墳）では瓶類、T.T.075（7号墳）では7世紀代のフ
ラスコ瓶が出土した。新たに確認された古墳4基のうち調査対象地西側の2基（未確認古墳
A・B）は現況で墳丘が視認できる。東側の未確認古墳Cは墳丘の一部とみられる直径3mの
高まりのみ、同Dも同様であるが墳丘盛土とみられる版築状の堆積が確認できた。

T.T.029では、幅1.6m深さ0.3mの土坑を確認した。多数の10〜15cm大に破砕された石
の他に須恵器甕・杯が出土した。須恵器は6世紀後半〜7世紀前半とみられ古墳群にやや先
行する時期である。土坑の性格は不明である。

西側斜面から突き出す巨岩（通称屏風岩）付近には平場がある。T.T.006では北東〜南西
方向に伸びる溝状の瓦敷遺構や土坑が確認された。瓦は18世紀代で軒平瓦や輪宝文の棟
板瓦も出土した。土坑からは青磁鉢が出土した。瓦敷遺構は建物雨落ち溝の可能性があり、
青磁鉢の存在も考え合わせると仏教施設であったと想定される。『多米郷土誌』などによる
と、18世紀前半に「屏風山晴雲寺」という寺院の存在が知られ、今回確認された遺構・遺物
が該当する可能性がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永井邦仁）

キ
き

ジ
じ

山
やま

古墳群
豊橋市多米町

（北緯34度47分22秒 東経137度26分15秒）

愛知県水道用水供給事業

平成21年4月〜6月
500㎡　　　
池本正明・永井邦仁

調査の経過

立地と環境

調査の概要

キジ山古墳群

古墳時代後期
の 土 坑

晴 雲 寺 跡

調査地点（1/2.5万「豊橋」）
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周溝（地表面で確認）

古墳時代の土坑

江戸時代の寺院遺構（瓦敷）

未確認古墳C4号墳

未確認古墳D

11号墳

10号墳

6号墳

7号墳

8号墳

9号墳

未確認古墳A

15号墳

14号墳

16号墳

1号墳 5号墳

13号墳

34号墳

未確認古墳B

12号墳

T.T.057（7 号墳周溝）出土須恵器

0 10cm（ 1：6）

T.T.025（13 号墳周溝）出土須恵器

0 10cm（ 1：6）

0 10cm（ 1：6）

T.T.029（山頂部土坑）出土須恵器

T.T.006（晴雲寺跡）出土瓦・青磁香炉

テストトレンチ配置（1:1500）と主な出土遺物






